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次を計算せよ。２

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

次を計算せよ。３

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１：式と計算



次を計算せよ。４
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１：式と計算



復習のポイント１

展開公式

次の計算をせよ。２

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

次の式を展開せよ。３

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

２：展開



次の式を展開せよ。４

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

次の式を展開せよ。５

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

次の式を展開せよ。６

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

２：展開
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３：同類項でまとめる
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３：同類項でまとめる



次の式を因数分解せよ。１
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４：因数分解
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４：因数分解



次の方程式を解け。１

　 　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　

　 　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　　　２

　 　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　　　 　３

　 　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　　　 　

５：方程式
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５：方程式



次の を の式で表せ。１

　時速 で 時間ドライブしたときの走行距離

　ろうそく は長さ で，火をつけると毎分 短くなる。

　　ろうそく に火をつけてから 分後の長さ

　たての長さが で，よこの長さがたてより 長い長方形の

　　面積

解説

　

　

　

について，次の の値に対する の値を求めよ。２

　 　　 　 　　　 　 　　 　

解説

　

　

　

　

底辺の長さ ，高さ の三角形の面積を とする。３

　 を の式で表せ。

　 のときの の値を求めよ。

解説

　

　よって　　

　

解説

４

解説

５

解説

　 のとき　

　　 のとき　

　グラフは 点 ， ， ， を通る。

　グラフは右図。

　 のとき　

　　 のとき　

　グラフは 点 ， ， ， を通る。

　グラフは右図。

６

解説

… …

… …

７

解説

… …

… …

８

解説

… …

… …

と の対応表をつくると，次のようになる。

グラフは右図。

９

６： 次関数 次関数



大小 個のさいころを同時に投げるとき，次のような場合は何通り１

あるか求めよ。

　目の和が または 　　 　目の和が または 　　

　目の和が の倍数

解説

　和が になる場合は　 通り。

　和が になる場合は　 通り。

　よって，求める場合の数は，　 （通り）

　和が になる場合は　 通り。

　和が になる場合は　 通り。

　よって，求める場合の数は，　 （通り）

　目の和が の倍数になるのは の場合と の場合である。

　和が になる場合は　 通り。

　和が になる場合は　 通り。

　よって，求める場合の数は，　 （通り）

大小 個のさいころを同時に投げるとき，次のような場合は何通り２

あるか求めよ。

　目の和が または 　　　　　 　目の和が 以上

解説

　和が になる場合は　 通り。

　和が になる場合は　 通り。

　よって，求める場合の数は，　 （通り）

　目の和が 以上になるのは の場合と の場合である。

　和が になる場合は　 通り。

　和が になる場合は　 通り。

　よって，求める場合の数は，　 （通り）

あるレストランのランチは， 種類の食べ物と 種類の飲み物から，３

それぞれ 種類ずつを選べる。ランチの選び方は何通りあるか。

解説

食べ物の選び方は　 通り。

飲み物の選び方は，食べ物の選び方のどの場合についても 通りずつあ

る。よって，ランチの選び方は，　 （通り）

個のさいころを 回投げる。４

　 回めに奇数の目， 回めに 以上の目が出る場合は何通りあるか。

　 回めに 以下の目， 回めに の倍数の目が出る場合は何通りあ

　　るか。

解説

　 回めの目の出方は　 ， ， 　の 通り。

　 回めの目の出方は， 回めの目の出方のどの場合についても　 ，

　の 通りずつある。

　よって，求める場合の数は，　 （通り）

　 回めの目の出方は　 ， ， ， 　の 通り。

　 回めの目の出方は， 回めの目の出方のどの場合についても　 ，

　の 通りずつある。

　よって，求める場合の数は，　 （通り）

個のさいころを投げるとき，次の確率を求めよ。５

　 以下の目が出る確率

　 以上の目が出る確率

　 の約数の目が出る確率

解説

起こりうるすべての目の出方は　 ， ， ， ， ， 　の 通り。

　 以下の目の出方は　 ， ， ， 　の 通り。

　よって，求める確率は　

　 以上の目の出方は　 ， 　の 通り。

　よって，求める確率は　

　 の約数の目の出方は　 ， ， 　の 通り。

　よって，求める確率は　

赤玉 個と白玉 個が入った袋から，玉を 個取り出すとき，６

次の確率を求めよ。

　赤玉が出る確率　　　　　　　 　白玉が出る確率

解説

赤白あわせて 個の玉から 個を取り出す方法は　 通り。

　赤玉が出る場合は　 通り。　よって，求める確率は　

　白玉が出る場合は　 通り。　よって，求める確率は　

大小 個のさいころを同時に投げるとき，目の和が または に７

なる場合は何通りあるか求めよ。

解説

右の表から，和が になる場合は　　 通り

和が になる場合は　　 通り

よって，求める場合の数は，　 通り

大小 個のさいころを同時に投げるとき，大きいさいころは 以上の８

目が出て，小さいさいころは偶数の目が出る場合は何通りあるか。

解説

大きいさいころの目の出方は　 ， ， ， 　の 通り。

小さいさいころの目の出方は，大きいさいころの目の出方のどの場合に

ついても　　 ， ， 　の 通りある。

よって，求める場合の数は，積の法則により　　 （通り）

個のさいころを投げるとき，偶数の目が出る確率を求めよ。９

解説

起こりうるすべての目の出方は　 ， ， ， ， ， 　の 通り。

このうち，偶数の目の出方は　 ， ， 　の 通り。

よって，求める確率は　　

７：場合の数確率



右の図において， の大きさを求めよ。１

解説

対頂角は等しいから　　

右の図において，次の角の大きさを求めよ。

　 　　　　　 　

２

解説

　対頂角は等しいから　

　 の対頂角は　

　よって　　

右の図において， である。次の角の大きさを求めよ。３

　 　　　　　 　

解説

　 であり，同位角は等しいから　　

　錯角は等しいから　　

右の図において， である。

， の大きさを求めよ。

４

解説

同位角は等しいから　　 　錯角は等しいから　　　

右の図において， の大きさを求めよ。５

解説

次の図において， の大きさを求めよ。６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

解説

　三角形の つの内角の和は であるから

　よって　　

　三角形の つの外角は，それととなり合わない つの内角の和に等

しいから　

次の図において，△ △ であるとき， の値を求めよ。７

解説

△ △ から　 ： ＝ ：

　　　　　　　　　　　　　 ： ＝ ：

よって　 　　　したがって　

次の図において，△ △ であるとき， の値を求めよ。８

解説

から　　 ： ：

　　　　　　　 ： ：

よって　　　　 　　　ゆえに　

したがって　　

右の図において， である。

， の値を求めよ。

９

解説

： ： であるから

　　　 ： ： 　 　 ： ：

　　　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　　　　 　

： ： であるから

　　　 ： ： 　 　 ： ：

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　 　

右の図において， である。

， の値を求めよ。

10

解説

： ： であるから

　　　　 ： ：

　　　　　

　　　　　　

： ： であるから

　　　 ： ：

　　　　 ： ：

　　　　　

　　　　　

８：図形（角の大きさ線分の比）　



次の図において， である。 ， の値を求めよ。11

解説

： ： であるから　　 ： ：

　　　　　　　　　　　　　　　　　

よって　　

： ： であるから　　 ： ：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

よって　　

右の図において， ， の大きさを求めよ。12

解説

， はどちらも弧 に対する円周角であるから

　　　　　

よって　　

， はどちらも弧 に対する円周角であるから

　　　　　

よって　　

右の図において， ， の大きさを求めよ。

ただし，点 は円の中心である。

13

解説

弧 に対する中心角の大きさは であり， は

弧 に対する円周角であるから

　　　　

弧 に対する中心角の大きさは

　　　　

であり， は弧 に対する円周角であるから

　　　　

次の図において， ， の大きさを求めよ。ただし，点 は円の中14

心である。

解説

， はどちらも弧 に対する円周角であるから　　

よって　　

は弧 に対する中心角であるから　　

よって　　

８：図形（角の大きさ線分の比）つづき


